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○議長（小林信） 次に2番 伊藤敏夫君の発言を許します。 

 2番、伊藤敏夫君。 

  （2番 伊藤敏夫議員 一般質問席登壇） 

○２番（伊藤敏夫） それでは、私の質問をさせていただきますが、施政方針

の具体性について、ということで村長は、先ほど施政方針を報告されておりま

す。 

 私どもについては、先にこの資料をもらっている関係もございまして、気が

ついて、やっぱりこれは質問していかなければならいというふうに、私なりに

感じましたので、申し上げます。 

 この施政方針については、村の将来にとって、とても重要なことであり、今

後検討に検討を重ね実行推進されることと思われます。私も、この施政方針に

ついて繰り返し読みましたが、文面の意味合いについて、どのように解釈して

いいのか、理解できない状況でございました。よって、具体的な説明を求める

訳ですが、その中の項目として1から7までの順に申し上げますので、その順に

お答えいただきたいと思っています。 

 1つ目は、事務事業、人事計画等を見直し、更なる行財政の健全化に努める

とありますが、事務事業、そして人事計画等を見直すとのことは、どのような

ことを見直すのかをお尋ねいたします。 

 2つ目については、村は少子高齢化率では先進地となっており、村の施策が

成功すれば日本が救われる、とあります。午前中の質問の中にもありましたけ

れども、村の施策が成功すればという、日本が救われるという内容について、

例えばであります。非常に大胆で自信満々の表現と、私は捉えたわけでありま

すが、県議会の先生や国会議員の先生が、このことを聞いたならばどのように

理解するものでしょうか。その意味合いをお尋ねいたします。 

 3つ目といたしまして、集住型宿泊交流拠点施設を整備し、老人、若者、子

どもの交流と森林資源を活用した新たな経済活動の発展を検討している、とあ

りますが、もっと解かりやすい表現ができなかったものか、これと内容につい

てを伺います。 

 4つ目については、農家にとって足りない部分については、村でその対策を

講ずる必要があるとありますが、現状の農家にとっては足りない部分だらけで

ありませんか。稲作のみでは生計が成り立たない農家の現状であります。どの

ような対策が考えられるのかをお尋ねいたします。 

 5つ目であります。商工業については、6次産業化を含め事業拡大をする人、

起業する人達を支援しながら村内商品が流通するシステムを構築してまいる、

とありました。どのようなシステムを考えておられるのか伺います。 

 次に6つ目であります。少子化については、若い人が居住していただき、結
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婚をし、子どもを育てていくことなので、子育て世代の若い人達の環境整備を

支援する施策を盛り込み、事業実施することで村の将来を明るくしてまいりた

い、とありますが、子育て世代の若い人達の環境整備とは、どのようなことを

お考えかお尋ねいたします。 

 最後に7つ目であります。一生懸命に努力している人が報われる村政にする

ため、職員一同一致団結して村づくりを推進してまいる、とありますが、職員

一同一致団結してについては当然のことでありすが、村が今おかれている厳し

い現状を、職員の皆さんはどのように認識しているのでありましょうか。 

 職員の出身部落の諸行事や清掃活動にすら全然参加しない職員が大半の実態

ではありませんか。もう少し職員の意識の持ち方も徹しなければ、一致団結と

いう言葉は非常にいいわけですけれども、本当にそれが実現可能として打ち出

しているのかお伺いいたします。 

 以上、一括して申し上げますが、1から7について村長の考えを聞かせくださ

い。 

○議長（小林信） 村長、答弁を許します。 

  （小林悦次村長 登壇） 

○村長（小林悦次） 伊藤議員のご質問に、順番にお答えをさせていただきた

いというふうに思います。 

 １番の件につきましては、午前中にも少しお話をさせていただきました。今、

取り組んでおります村で大きな計画が3つございます。この3つの計画の中の過

疎総合計画の中に、この事務事業、人事計画等を盛り込ませていただいており

ます。これに基づきまして、今後、5カ年の事業と合わせて、財政計画を立て

まして、これに基づい年次計画で予算化しながら事業執行していきたいという

ふうなことになります。 

 2番目の少子高齢化率におきまして、村の施策が成功すれば、日本が救われ

るというふうなことであります。これは何回もお話しているとおり秋田県の高

齢化率というのは全国一であります。そして秋田県の中で上小阿仁村の高齢化

率が一番というふうなことでありますので、見方によっては上小阿仁が日本一

というふうな見方もできるのではないかと、そういうふうな意味合いをもちま

して、全国で上小阿仁村が先進地、そういう意味での先進地あるというふうに

お話をさせていただいております。 

 今後、この対策としまして、過疎地域自立促進計画、まち、ひと、しごと創

生総合戦略、未来づくり協働プログラムの計画に基づきまして、各種施策を実

施することによりまして、少子高齢化に対応していき、住みよい上小阿仁村の

実現を目指していきたいということであります。そう意味で、日本一の先進地

である上小阿仁が、そういう意味での少子高齢化の部分で成功するというふう
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なことであれば、日本が救われるというふうな言い方をさせていただいており

ます。そういう意味では、国、県におきましても、上小阿仁村を何とか応援を

していただきたい。それによって、日本が救われるというふうな意味合いでお

話をさせていただいております。 

 3つ目であります。集住型の宿泊交流の基本の整備によってのお話でありま

す。未来づくり協働プログラムの3つの柱であります。先ほども少し説明をさ

せていただきました。 

 １、多様な世代の人々が集い交流する拠点づくり、これの中心は集住型宿泊

交流拠点施設の建設であります。そして、木材の村として木造建築とし、ボイ

ラーの燃料にチップを使用することで進めてまいりたいということで今、県と

協議をさせていただいております。 

 2つ目が高齢者の見守り、支え合い体制の充実強化であります。 

 そして3つ目が里山を活用した交流人口の拡大、これらの実施を計画してお

りますので、これによって対応させていただきたいというふうなことになりま

す。 

 4つ目であります。農家にとって足りない部分については、村の対策を講じ

る必要があるというふうなことであります。これについては少し前後して文面

というか、先ほど午前中にお話をさせていただいたとおり、これはＴＰＰのこ

とについてお話を、この前段としてＴＰＰがありますので、その前段のＴＰＰ

の足りない部分のことを、お話をさせていただいております。 

 ＴＰＰ対策で、国からは守りの農業と攻めの農業について方策が示されてお

ります。村内で実施する場合には、認定農業者等の意欲を高めるための受益者

負担の軽減や、実施規模等が採択要件に満たない場合等が十分に考えられます。

ですから、各種施策を実施する場合に、その都度、農家支援策を講じてまいり

たいと考えております。また、移住定住を視野にハウス等の施設園芸支援策も

検討してまいります。 

 本年度は、水田から畑作転換に取り組む農業者を支援し、農産物の付加価値

の向上を図ってまいります。これについては、国、県でＴＰＰの対応策を、こ

れから具体的に講じてくるわけでありますけれども、それだけでは当然私は農

家の方々が満足するというふうには思っていないわけであります。ですから、

その部分について村が対応できることの部分について検討させていただいて、

対応させていただきたいというふうな内容になります。 

 5つ目であります。6次化等の事業拡大等の部分であります。農産物の生産か

ら加工販売に向けた6次産業化に取り組まれる方については、元気な中山間農

業応援事業で支援したいと考えております。試験栽培や商品開発を積極的に支

援し、個人事業者支援事業費補助金制度を見直し等、起業される方をサポート
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していきたいというふうに思います。 

 また、工場を新設される場合は、投下固定資産総額が800万円以上で常時雇

用が3人以上であれば、固定資産税の相当分の奨励金と合わせて従業員1人につ

き15万円で村内居住の場合は、更に10万円を上乗せした形での25万円を支払う

雇用奨励金交付制度がありますので、このような制度についても、これから

もっともっと周知をしてまいりたいというふうに考えております。こういうふ

うなことによって、対応を、システムを構築していきたいというふうなことに

なります。 

 6番目の少子化についてであります。村の子育て支援としては、子宝祝金の

贈呈や乳幼児から中学生までの医療費の無料化、保育料の半額補助、延長保育

や一時保育の実施、小学生を対象とした放課後児童クラブの運営、さらには、

妊婦検診や乳幼児検診費用の全額補助、インフレエンザ予防接種への定額補助、

奨学金返還金の一部助成制度、これについては、午前中にも説明したとおりで

あります。新たに制度の見直しをかけて対応したい。また、乳幼児の交流と育

児相談等を目的とした「ひよこの会」や「離乳食講習会」など、多くの子育て

支援を実施して、これからもいきたいというふうなことであります。 

 しかしながら、若者の村外流出を防ぎ、若者が村に居住するためには、働く

場の確保と子育て支援の充実、住居の確保等、総合的な対策が必要と考えてお

りますので、今後とも、過疎計画等に基づきまして各種政策を総合的に、年次

計画で、財政計画に基づいて事業を執行していきたいと考えております。 

 ７番目になります。一生懸命努力している人が、報われる村政にするという

ふうなことにつきましては、午前中の答弁でお答えしたとおりであります。私

が一番最初に、一番頑張らせていただいて、そして村民全員の方々が頑張って

いただくと、そして頑張っておられる方々が、最終的には報われるような村政

にしたいというふうなことが目標となります。 

 それから職員について大変厳しいご指摘がありました。大変申し訳なく思っ

ております。集落の行事にも参加しない職員がおるというふうなことでありま

すので、これにつきしては、これから一生懸命話をさせていただいて、集落か

ら、やはり職員が褒められるような職員になるように対応をこれから検討させ

ていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小林信） 伊藤敏夫君。 

○２番（伊藤敏夫） 答弁ありがとうございます。ただ、確かに7つにつきま

しても、村長が一番かわかるという最後のお話でありますが、村ひとりで頑

張ったにせよ、いろいろな仕組みをつくっていかないと、できないものと思っ

ております。 

 午前中の質問でもありましたが、特に職員のレベルアップといいますか、能
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力のレベルアップというものが一番だというふうに思います。先ほども副村長

もお答えをしておったのですが、副村長は女性ですし、いろいろ細かいところ

も感じておられるものがあると思いますので、是非やはり村長と連携をとりな

がら、こういう戦略でいくんだというようなこと、職員教育の話にも先ほど

あったのですが、いろんなところがありますが、職業訓練とか、という協会が

あるわけですけれども、そういう面を公的機関に出してやって職員を研修させ

るということでなくて、気がついたものというものはたくさんあるはずですか

ら、その段階において、それらについては解決できるような状態を打ち合わせ

ながら、村長をサポートしていくのが、副村長の仕事でないかと思いますので、

是非、そういう面も実施していただければなあと思っております。 

 それと、村長は打ち出したものについて、当然、いいことだからということ

で打ちだした思うのですが、これも先ほどの日本が救われるということについ

てでありますけれども、自分が考えたにしても、他所にＰＲをしていかなけれ

ばならない立場の村長でありますから、あまり大きなことを掲げるよりも、

やっばり結果がどうであったかというのが問われると思いますので、そういう

点も合わせて県とか国とかに相談をしながら、ぜひ実行に移してもらいたいと、

ただ、私が具体性についてということで、気がついた施政方針を見て、このま

まではチョット問題ではないかと、姿勢というものに対して、このままではや

はり他所の人が見たにしても、聞いたにしてもこんなことは簡単にできるもの

でないと言われてしまえば、マイナスの要因になるわけですから、そういう点

を気をつけながら、前の方に進める体制を作ってもらいたい。 

 今、いろいろと農産物についても利用制度などでありますが、是非、村の

ホームページをもう少し内容を誰もが見て、上小阿仁はやっぱりすごいことを

やっているなというようなことを、是非、更新しながらやっていただければい

いのではないかなと思っていますので、同じことを質問しましても、多分、同

じような答えになってくるのでないかと思いますので、一応簡単になってし

まったのですけれども、私の質問について、是非私の質問も心の中に入れてい

ただきながら、前に進んでいただきたいというふうに思っておりますので、以

上、私の質問を終ります。 

 ありがとうございます。 


